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　　　　第り6回一宇宙闘発委員会（臨時会議）

　　　　　　議　事鉱次　第

↑　日　　時　　昭和う6年8月3唾日（月）

　　　　　　　　午後2時～4時　　　「

2．場所宇宙開発委員会会議室

3・　議　　題一　昭和57年度における宇宙開発関係経

　　　　　　　　費囎りに？いて　　∫

4．　資　　料

劃6門　第1－5回宇宙開発肇員会（定例会謝一

　　　　　　　　議事要旨（案〉

委●P6－2　昭和57年度における宇宙開発関係経

　　　　　　　賓●の見櫛たついて僕1



●
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第で5回　宇宙開発委二会（定例会議）「

　　　　　、

1．　日　　時

2場　所
5　議　　題

4．資’料

，委15－1

　委15－2

　委15－5

．委15－4

　委15－5

議事．要旨（案）

昭和56年8月19，日三水）

午後5時～4時

　宇宙開発委負会会該室

　（1）静止気象＝衛星2号（αMS－2）の打上げ

　　　結果に？いて

（2）MT－135P型・ケツ岬一5得楼の

　　　打上げについて

（3）宇宙開発計画の見晦しに関する追加要望事

　　項について

（4｝昭和57年度における宇宙開発関係経費の

　　克積り方針について

矧4回宇宙開発委員傘（定例会議）講琴旨（案〉

配気象爵号（G班S－2）．の郷ず友ぴ

追跡菅制結果の概要

MT－155P型・ケツロー5得機蹴上

けについて

宇宙開発計画（昭和56年5月18日決定）の’

見直しに関する科学技術庁からの追加要望事項

　海洋観測簿星1号（MOS－1）＿の開発スケジ

ュールの変更について

　　　　一　　1　一

　　　　　　　，／へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ委15－6　昭和57年度における宇宙開発関係搬の見積

　　　　　　　　り方針（案）

5．出席者

　　宇宙開発委員会委員長代理　　　　　 吉識雅’夫
　　　　　〃　　　委員　　　　　　　　　　　斎　藤　成　文

　　　　　〃’　〃一　　　　’大塚　茂
　説明者　　　　　　　　　　　　　　　　．L

　　宇弓懸細副蝶艮　　　鈴木春夫
　　　　　〃　　　理事　　　　　　　　　　　平，木　　一

　　　　　〃　　　　〃　　　　　　　　　　　平　井　正　一

関係省庁二等　　　　　　　一
　　科学撚庁研究晶晶’　　加藤泰．丸
　　　　〃●　長官官房審議官　　　　　　　辻　・　栄　一

　　文部省学術国際局審議官’　　　　　一　大　崎　　仁’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：横山）

　　通商摩業省機械情報産業局次長　　　　　　宮　本　治．男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：小林1

運輸省大臣官瞬官

　　　〃　気象庁総務都長　　　　　　　　　　栗　山．昌　久

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：里見）

　　　〃　海上保安庁総務部長　　　　　　　福．田　．稔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：福田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　康信）

　　　　　　　　　　　　一　　2　一



郵政省電波監理局審議官

建設省大臣官房技術参事官

宇宙開発事業団システム計画部長

〃
〃
〃

〃
〃

ロケット設計グ潤。プ総括開発部員

衛星設計第2グループ　　〃

　　打上管制部長

　　追跡管・制部長

　　システム計画部計画課長

事務局

　科学技術庁研究譜整局宇宙企画課長

　　　〃　　　　〃－　宇宙国際血忌

　　　〃　．　　〃　　宇宙開発課長

6．議　　事

　（1）　前回議事要旨の確認

高　僑　幸　男．

（代理：青木）

田　中　淳七郎

（代理：石原）
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　　第14回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨案（資料委

　15－1）が確誌された。

（2）　静止気象衛星2号．（GMS－2）の打上げ結果について

　　宇宙開発事業団の鈴木春夫副理事長、平木　一理事

　及び平井正一理事より、資料委15－2に基づいて説明が

　行われたのち・吉識雅・夫．委員長代理より以下ρ発言があ

　つた。

　　　　　　　　　．・一　，3　一’

吉識：8月11日「ひまわり2号」が：N一且ロケットにより打ち．

　　上げられ・間もなく静止軌道に入る予定となったことは誠に

　　よろこばしい6今回の打上げ成功によって我が国め宇宙開発

　　が大きく前進したわけであり、宇宙開発事業団の方々の御努

　　力に敬意を表したい。

　　　しかしながら、今回の「ひまわり2号」ゐ打上げに際して

　　義盗に当たっていたヘリコプターの墜落により、搭乗者6人

　　が亡くなられたことは誠に残念である。

　　　宇宙開発委員会としては、第三部会を設置するなど、紅筆

　　から安全問題に配慮してきたところである。

　　　事実関係及びその後の措置については、宇宙開発事業団に

　　おいて調査検討中とのことであるが、今後充分な検討を行い、

　　安全対策についてより一層慎重を期してもらいたU㌔

（3）MT－135P型ロケットT－31号機の打上げについて’

　’宇宙開発事業団の平木一理事より、資料委15－5に基

　づいて説明が行われ、MT－155P型ロケジトT－31号機

　の今期の打上げを取り止めることが了承された。　　　　　．

（41宇宙開発計画の見直しに関する追加要望事項について

　　事務局より、資料委15－4に基づいて説明が行われ、続い

て・科学技術庁の吉野陸治宇宙開発課長より・、資料委15

　－5に基づいて弁明が行われたのち、以下の質疑応答が行われ

　た。
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吉識：衛星の完成時期の遅れが約9ケ月であるにもかかbらずS

　　打上げ年度が2年のびるのはどうしてか。

吉野：1年遅れで打ち上げることは技術的には可能であるが、他

　　の衛星の打上げスケジュールを考慮し、また、開発の万全を

　　期すため・1年半遅らせることと：して要望したものである。

斎藤2MOS－1の利用者機関との間に充分な建絡をとりながら

　　進めてもちいたい。

　　　また・今後・宇宙開発計画の見直しに関する要望事項は定

　　められた期限に遅れずに提出するよう留意されたい。

加藤：そのようにしたい。

（5）昭和57年度における宇宙開発関係縫費の見積り方針につい

　．て

　　事務局より・資料委15－6が朗読された後、原案どおり決

　定された。

一　　5　一
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昭禾II　57簸齢ける縮開発関係搬の ?ｼ次のぐ籾であ’る・

1　基本方針

．）

！3）静止気象衛星3号（幅一3“）の打上げ用・ケットに・籠人工催打珂用予備機として開発を進めているN－H・ケット6

　　骨髄当て、灘翻鯉’1号（MOS一・1）の打上棚・ヶ》ドとし欄発露めているN－H・ケット7号髄2段式から3段

奪膿野際う1糊　年めるととも　騨闘MOS剛1）を打ち上げ　めN　ツト9．

・（4）．重量約55。kgの静止鯉打上げ能力鮪するH－1・ヶ必開発の一環として、昭和6・鞭打上げを目標にH－1・ヶッ

　　　ト（2段式）試験機の開発を行う。

付三∵騨搭載する皆何に’測騨号IG∵蹴の成　∵測地騰りる1二二を

㈲に賦鄙」の手実を図る瀕11　解（P…一《）の　げ目　を’陰昭和59年脚60　・



昭和60年度から昭和61年摩に：変更する。

●

2．開発研究　　　　　 ．．．．

（1）能動型観測技術の確立を図る．とともに・資源探査を主目的に、国土調査、農林漁業、環境保全、防災、沿岸域監視等の観測を行

　　うことを目的とする地球資源衛星1号（ER旦一11を、　rl－1・ヶジト〈2段式）により打ち上げることを目標に開発研究を行う。

　　特に、合成開ロレーダその他のセンサーについては、積極的に研究を進める。

（2）通信衛星2号（CS－2）による通信サービスを継続し、また、増大かρ多様駕する通信需要に対処するととも¶ ﾉ、通信衛星に関

　する技術の開発を進めることを目的とする通信衛星3号（CS・一」3）について、静止軌道に打ち上げる～二とを目標に開発砺究を行

　　う6

　　また・打上嚇として・H－1ロ殉トを使∫肩することを基本として解の諸元の検討を進める・

（3）スペーさシ聖隔トルに我が国の科学技術者が搭乗し、．宇宙空間の特性を利用した材料実験等の各種宇宙実験を行うことを目的と

・する第一次材料鰍（FMPTKういて・● ﾕ験システム及び搭　三三麺の開発研突師うとともに、縣科学技術者の養成のた

　めの準備を行う。・

●
a　施設の整備

　●H－1ロケットの打上げ用射点を新たに建設するため、その基本設計等を行う。

4．その他の施策

　人王衛星技術の開発に資するとともに・実利用に供することを目的とする人工衛星の打上げ失敗により生ずる人工衛星の利用者機

関の損害に：対し国として適切左救済措置を講ずる。

一2一



5．　そ　の　他
（1）M－3S吻トの第三及び第3段モー蝋良、第1鮒助・ケットの変更等を行うM－3S改1・ケッ1は・今後・M－

　　3snμケットと名称を変更して開発を進める。

（2）、上記t－4及び5の（1）三郷6吋は・「宇宙開発計画」（昭和56年3月18日決定）を回する・

●

●

皿　事業の内容

　　1φ躰方針に基づき、昭和51年度に行う主一業及びこれに必要媚llllの整㈱次のと籾である・・

　1．科学の分野の開発等の推進

　　（1）第8号春学衛星（ASTRO－B）の開発及び打上げ

　　　　第8号科学催（ASTR・一B）のフライトモデルの開発雛め・．M－3S・ケ7ト3徽により打ち十げる・

　　（2）第9号科学衛星（EXOS7C）幽●の’開発

　　　　第9号科学衛星（EXOS－C）のフライトモデルの醗を進める・

　　（3）第i6号科学衛星（PLANET一・A）の開発

　　　　第・・号科学衛星（PL岬ET－A）9フライ陛デルの醗を行う・’

　　（4）　第11号科学衛星（ASTRO－C）の開発

　　　　．第1・号科学催（ASTR・一C．）のブ・トタイブザルの開発艇める・

　　（5）粒子加速器を用いた噸科学実験ISEPAC．）

　　　　粒子加速器を三三縮科学実験（SEPAC）に必要郁ペー〃ヤトル撒鰍繍のフライトモデルの開発雛める・

÷3一



2襯Q分野の開発等の推進’，

’（1）静止気象衛星3号（GMS・一3）の開発

　　静止気舗星3号（GMε「3）のブ・トラ．ラィ陸デルの開発を1蹴気象衛星虜（G三一2）の予欄星を活用しそ行うとと

　　もに、フライトモデルの開罪を行う・．

（2）．海洋観測衛星1号（M9㌫11）の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　　海難測曜1号（Mos一⑫詳細覇鰍用剛機器及びブ㌣卜咽トモデルの開発等を進めると即フライトモデル

　　の開発を行う。．

　（3）．地球資源衛星1号（ERS－1）の開発研究

　　　地球資源衛星1号（ERS－1・）の予備設計及び衛星基本機器等の試作試験を行う・とともに、衛星搭載用合成謎謎レーダ、光学セ

　　ンサー等の試作試験及びデー腿理・解析櫛鐘の研究を進める・

　（4）研　　　究

　　　海域及び陸域の鯉測のた．めの衛星搭載用観測機器の研究・情報処理技術の研究・地球観測衛星システムの研究等を進める・

●
3．通信の分野の開発等の推進－．・

（1）．通信衛星2号（CS－2a及びCS－2b）の開発及び通信衛星2号一a（CS－2a）の打上げ

　　通信衛星2号9プ・ト7ラひモデル及びフライトモデルの醗を進めるとともに・ブ・トフライトモデルを通信衛星2号一a

　　（cs－2a）ζしてN．一皿・ケ字ト3号機により打ち上げる・

（2）放送衛星2号（BS－2’ w及びBS・「2b）の開発　　　．’　　　　．　　　一

　　放送衛星2号の詳細設計及びプ・トフライトモデルの開発を進めるとともに、フライトモデルの開発を行う。

（3）通信衛星3号（CS－3）の開発研究　，　　　♂　，

4
、
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ω平讐（CS嗣1・騨ρ計1鵬

　　衛星を利用した航空・海上通信技御1耀用ヤルヂビームアンテナの研照星を騨捜騨システムの研究及び第二，

　世代の実用衛星に関する研究を進める。’

4．宇宙実験の分野の開発等の推進

（1）・1・沖ケットによる材料賜（MP／TT－500A）

　　．小規模材料製造実験装置の開発友びTT－500A・ケットによる実験を有う。

（2）第一次材料実験（FMP脈用いる界ぺ』スシャトル鰍実験シス物開発研究

等淫；；轡ル鰍システムの予拐搬旧師郷曙載実験聯作灘乗科学技術者の鰍め嚇

5．人工衛星系共通技術の分野の開発等の推進

（1）技術試三星三品ETSLm．㊧開発及び打上げ

　　静止三門のバスの鵬スピ囎止衛星の研究等を韻とと弓造纏量イヒの研究澗脚研北騨行1」

　　御系の高精度化の研究・柔軟構造衛星の姿勢制御技術の研究・宇宙川マニピあレータ等の研究を行う・

民
」
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●

●

6・　輸送系共通技術の．分野ρ開発等の推進．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　（1）　Mロケットの開発　　　．一’1．．勘’

　　①M－3S・ケ些ドの嗣発，，
　　　　第8号科学催（AS皿．R・乙B）を打ち上げ詠め、　M：一3S・ケット3徽の開発を進めるとと，もに・第9吊科学鯉

　　　（EXOS二C）を打ち上げるたきへML3S．・ケヅト4号機の開発を行う・．

　　②　M－3SH・ケットの開発昌
　　　　血＿3SHロケットの構造開発等の機能試験並びに第1段補助・クット、，第2・段モータ及び第6段モータの地上燃焼試験を進・

　　　める．・また、M－3SH吻’トの性能確認等を行うための試験催（MS一丁5）を開発すうr

②　N－1ロケットの開発

　　技術試験衛星皿型（ETS一皿）を打ち上げるため、　N－1ロケット6号機め開発を進める。

（3）　N－Hロケットの開発

　　通信衛星2号一’a（C●S邑・2a）樋儲星虜一b（CS－2b）・放騨星2号」a（BS」2aX静止気象鯉3号（rMS

　　．3！及び放送催2号rb（BS－2blを打ち上げるため・N－II・ケット3号機・4号機5号櫛号旧び8号脚開発を進

めるとともに、N－nbケットによる籠人工衛星の打上げ用予徽としてN－n・ケット7号騰2段鵡ら3段式腋更して醗を進める・

　　また、海洋観測衛星1号（MOS－1・）を打上げるため、　N一皿・ケット9号機（2段式）の開発を行う。

（4）　Hr・’1ロケットの開発

　　液体醸腋偏三三系、雛誘轍置旧の侵三三試三三めるとともに・第3段固体モー褥の蹴試験を行う・また・盤約550kgの

静止衛星を打ち上げる能力鮪するH－i・ケットの詳縄計並びに11－1・ケット地上試験徽びH－1吻ト（2段rや）．試験脚開発を行う・

　　鵬H一・1・ケット（2段式）試徽のペイ・州には・；測地催1号（rS－1）の開珊究の蘇を活かして・測士峡験

　に供しうる機能を付与する。

一6一



（5）　研，　　究

回収技術の麟を概とともκ・Hr・’・ヶり・トシステムの騨1上繭る調査研究・灘瞭醐避ジンの高

　性能化に関する研究を行う。．・．

●

・7．　施設の整備

　（1）　人工衛星及びロケットの開発に必要な施設の整備、

　　　人工醒の試験繍の整イ椛漁るとともに・研究開発に必勲灘の劉1雛める・また・液轍幸●灘螺工7ジγ・慣

（2）人工衛星及び・ケットρ打上げ撮の整備・

　　　重量約550kフの静止衛星を打ち上げる能力を有するfl－1・ク・・ッ｝の射点の基本設計及び施設設備の整備を行うとともに：・レ

　　●一ダ・テレメータ系、試験系等の施設設備の整備を準める・またMロケット打上げ施設の整備を進める。

　（3）人工衛星の追跡等に必要な施設6整備，

　　　人工鯉の追鵬制約三二吻整備を進めるとともに・腰の凹凹る・

　　　．さらに、薄鯉データ取彿嘩⑳施設輸を行う・

8．その他の施策・

（1）鷲開発能力磁化’

　　　自主技術の育暁図りつ？・宇宙開発を強力に遂行するため・宇宙開発事綿及び畑省宇宙科学研究所に鮒る研究開発体f｝1り

　　の強化を図る。

　　　また、人工回廊その打上げ用吻トに関ナ三三研究及び藻研究・人工醒のぞ彰星システム・鰻鰍三等醐する

　フ　　
｝



●．

　　第2回醗宇齢欝の国髄艇絢る宇宙開発に関する活動への参加協ソフ・非エネルギー珊ρ日志学癬行研究開発励の雛及びス

ペーネシヤトル利用計画の三三の米国との励・剛宇鰍関との励・開発三企上嘩対象とじてセミナニの開騰の協力等艇める・

（3）　宇宙関係国際取極への加入の推進．

宇宙関係三条約へのカロ不及びこれに伴う騨遡置の雛を図る・

（4）普及啓発活動の強化

　　宇宙開発に必要な広報、啓発事i業を進める。

（5）’

F宙技術者の養成

　　宇宙分野の技術者の資質向上を図るため、宇宙開発関係老を海外に派遣する。

！6）宇宙開発推進基盤の整備

　　・ケット打上げの円滑な実施に必要な施策を講ずるσ

（7）そ　の　他

　　人工衛星技術の開発に資するどともに、実利用に供することを目的とする人工衛星の打上げ失敗に：より生ずる人工衛星の利用者

　機関の損害に：対し国として適切な救済措置を講ずる。

　　餓・・実利用の分野の人工襯等に動る髄な醗計画の策定に必要棚欝を進やる・

皿　Hの事業を行うに必要な経費

　　昭和57年度に旧いて、Hの事業を行うに：必要な経費の見積りは、別表のとおりである。

一8一



．●

別　表

昭和57年度宇宙開発関係経費等総括表
⑮国庫債務負担行為
　　（単位；千円）

昭和56年度予算額 昭和57年度経費
省　　　庁

宇宙開発関係 宇宙関連狩 合　　　　　計 宇宙開発関係 宇宙関知＊ 合　　　　’計

科　学　技　術　庁 ⑱42，375，300

W6，668，129
一

⑪42，375，300

W6，668，129

0⑮81，330，800＊’

@88，779，986＊ 一

⑮8・，33。，86諮

W8，779，986＊

警　　　察　　　庁 一
一　　　　　　　1

一 『
⑪　280，317

@　　0
⑪　280，3］7

@　　0
文馬　部　　　省 ⑲　3，932，500

@7，704，009
3，5“0・401

⑱　3，932，500

P1，244，410

⑱15，260，993

@9，616，334
3，444，085

㊥15，260，993

P3，060，419

農　林　水　産　省
一 45，554 45，554 一 一 一

通　商　産：業　省　　●

1，103，199 一 1，103，199 1，504，166 一 L504，166

　o^。＿輸　　　省 8，ユ73
亀31784260

3，792，433
⑭15，550，500濠

@・3，355，958＊ 2，512，351
⑮15，550，500＊

@5，868，309＊

郵　　　政　　　省
232，421

⑩1，329，338．

@1；905，568

⑱　1，329，338

@2，137，989

⑱　　　80，000

@128，520，
1，870，100

⑮　　　80，000

@’1，998，620

建　　　設　　　省 ．　　　一 4，935 4，935 一 2，369 2，369

自　　　治　・　省
一

4，713 4，713
一

o⑭312，2工9

@139，645

⑮　312，．219

@139，645
総　　　計 ⑪46，307，800

X5，715，931

⑱　1，329，33・8

@9，285，431

⑪47，637，138

P05，001，362

⑪　　96，671，793

@100，051，628

⑬592，536
V，968，550

⑪　97，264，329

@108，020，178

　　　　　　　　　　　、
＊’静止気象御星3号の経費につセ・ては＼科学技術庁と運輸省の負担について宇宙開発委員会で調整中であり、とりあえず、

　　昭和57年度の所要額を両省庁に重複して計上した。

＊＊　宇宙関連経費（宇宙開発委員会が行う見積りの範囲外のもめ）についても、参考のため掲示した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一97

、



’●

●

昭和5．7鞭報開発関係澱（宇宙麟委員会三三を行うもの）の機要

（単位：千円）

省庁 担当機関． 事．　　　．項
@　　　　●　　，　　，　㌧

昭和56年度

@予算額

昭和57年度

@経　　費

宇宙開発委員会に夢要な

o費　　　　’

ざG4］8 46，418 宇宙開発委員会運営費等・　　　　　’4ρ418　（　4G4】8）

’一
ﾊ行政に必要な経費 ・3嘱71 4Z30．4 宇宙開発推進事務等　　　　　　　　4Z304　（　3447】｝

研究調整局

@　　　1

@　一

科学技術者の資質向上に

K要な経費

30，248 30，248 宇宙開発関係者の海外派遣　　　　　　30，248　（　30，248）

種子島周短漁業対策事業

ﾉ必要な経費

40⑤97b 406，970 秘子島周辺漁業対策婁業費補助金　　40⑤g70　（40G970｝

科
　
　
　
学
　
　
　
技
　
，
　
術
　
　
　
庁

．小　　　　　計． 5］8，】07 530，94Q

振　興　局 」般行政に必要な経費 lZ598 Z598 宇宙開発普及啓発　　　　　　　　　　　Z598も（　　7598｝

航空宇宙技

@　　　■p研究所

@鴨

航空宇宙技術研究所に必

vな経費

786，424

@　　　　1

78Z448 液酸・液水ロケットエンジン要素　　95400　（106495）
U研究

q星基碓技術に関する研究・　　　　6a】60．（　35908）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’宇宙科学技術設備整備　　　　　52855（　35394）　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，宇宙科学痴髄設整備　　　　34339．（　　・）

D電子計算機借料その他　　　　　　5316694，（・608，627）

’一
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◎

．（単位：千円）

省庁 担当機関 事．　　　　項
昭和5β年度

@予算額

昭和57年度

@経　　費

　　　　1

F宙開発事

ﾆ団

宇宙開発蝶脚蛾ぴ

武ｬに三三畳

⑱42375．300

W息356000

　　　　　　米●
J81・，330，800

C87，454，000＊

1郷甥御の収蜘i石i〕

収　入　　　　　　　　　　　　　］09645775　（99，0．8agO3）

科 政府蹟金　　　　　⑪8・233・，8・・⑩23753・6

80，246．0．OO　　　　　78．259．000

’学 政府補助金　　　　　　　　　　　　Z208・000　（　ZO3ZOOO）

　　　　　　　　●ｻの他（事業収入等）　　　　　　2L59L775　（】a72ZgO3）

技

支出．　　　　　　　　109・045775（99・08a903）

術 ロケ署ト開発経費　　　　　　　⑪4M39．300　⑯29．43娼00

簡 38，97a623　2ao　35186

庁
人工催蹴搬・　　　⑱3α94Z5・・面11，9・Z7・・

29，1529．387　　　　　28，224，641

ロケラト’打上げ経費l　　　　　　Z65ag　72　（　4868，842）

種子島宇宙セシター建設経費’ @⑪9，66a】OO

1，4ユ0，687　　　　　　　3，13261880・

o

一〕1一
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（単位；千円）
’

省庁 担当機関

昭和5，年度

@予算額

昭和57年度

@経　　費

　　　　　　　　　　　　　　昭和57年度昭和56年度
v　　　　　　　　　旨　　　　　　　　　　　　　　　経　　費　　　予算額

宇宙開発事
’

人工衛星追跡管制経費　　　　　⑪a328．000
’業団

｝ 9．758，218　　　　　　Z89Z603　．

撒報セZター施灘設澱　⑱243a600⑪1・094700

科
5b88，682　11，424559

地球翻嚇幸拠理経費　　　　　　　　⑪・1・674500
　　　　　　　　●R．315．345　　　　　　　1．844，81　7

学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
@　　　　　　　　　　　　　　　5．876．377　　　（　　　5、58Z408）事業出営費

一囎理運営欝　　　　Z434484（’757ag67）

技

’〔主要醗プ・グラムの融ゴ

一

術

亀

醐測＿（MQS－1）のり目発⑳1羅：纏1111羅⇒

庁 通信衛星2号（GS－2劇GS一を2MIZ417轡15111翻

b）の開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r12一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



●

（単位：千円）

省庁 担当機関

@　　」

事　　　　　項
昭和5軍6年度

@　，@予算額

昭和57年度

@経’費

・宇宙開発事

ﾆ団

o　　　　．o■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’@　　　　　　　●咜落O号（BS－2a及びBS－2⑪

P
糠
l
l
庁
議
鴛
b
）
の
開
発

科 技術識灸罐哩（ETS一皿）明目発　皇07Z585（556a407）
一

一

地球購星1号（ERS－1）の予備⑪2?P灘◎・lll：呈ll）

学 設計、搭載センサーの研究開発等

技 、　　　　　　　．

第一次材料実験（F＿）システみの⑪

予備設計、搭載実験装置の研究開発等

術
．●

ロケツ㍗

庁

H－1。ケットの開発　　噸；；暑lll欄1；：紛’

一

⑪42375．300
⑪8ユ、33。，8。♂く

計
8邸68・】29

88，779，98ぎこ

宇宙科学研 　　　亀ﾁ別事業等に必要な経費 曲ag32500 ⑪Z23Z200 科学衛星研究磁　　　　　　⑪723Z2qo⑪ag32500

文 究所 G254】69 Z554，755 イ乳84479．9　　　　　　　3ユ53．260

部 M・デット開勲　　　　　　1．99a2・・（22226・・）

省 液水工〃ンi胱の基礎研雛費　　5・a5・・（5・41・2）
「

一13一
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●

●

（単位：千円）

省庁 担当機関
事　　　　　項　　　●　『

昭和56年度

O三額：

昭和57年度

@経　　費陰

　　　　　　　　　　　　　口召奔0　5　7五i三度　　　口召牙0　5　66i三度

v　　　　　　旨　　　　　　　　　　　　　　・経　　費　　　予算額

宇宙科学研
スペースシャトル計画（S．EPAC）　　　　208，256　（　．374207）　　　　●

究所’
1　’

に関する参加経費

大型特別機械整備費 ⑪8・023793・
科学高高打上げ用ロケット発射台　　　　1，2011200　（　1，201．200）

文 1，449，840 20611579 等施設経費

M・ケット燃両両識難　　　　3」z…　（24a64・）

深宇宙探査用夫型アンテナ　　　　　⑪て380，000

部・ 、

3691000　　　　　　　　　　　　　　　　0

中型スペースチェンバー　　　　　　⑪　64a793

省’
64，379　　　　　　　　　　　　　　　　　0．

1

‘

構造試験用スタンド　　　　　　　　　』’10，000　（．　　　　0）

⑪3．932500 ⑪】5．260，993　
　
　
　
　
計
‘

7704009 9，6」61334

機械騨乏産 資源遠隔探知技術等の研 1．0】61391

@　　　監
1．4311386 資源探査の観点からの地：球資源　　　　1，4b1，386　（　1，01G391）

通
業局 究開発 衛星1号のための予備設計、石

商
油資源遠隔探知技術の研究開発．

産
等

業 工業技術院 試験研究所の特別研究等 吊G808 72，780 姿勢制御関連機械技術に関する　　　　　8，14」（　　1a300）

省 に必要な経費 研究（．機ll轍術研究所）

一14一



●

●

（単位：千円）

昭和56年度． 昭和57年度 昭和57年度　昭和56年度●

省庁 担当機関 事　　　　　項
予算額 経　　費

要　　　　　　　旨　　　　　　　　　　　　　　経　　費　　’予算額

エ業技術院 宇宙鷺子技術に幽する研究（電子’@　　31β32（．　52372）

‘ 技術総合研究所），

通
・　りh

リモー・トセンシング技術に回する　　　　］9644（　　21，163）

商
研究（電子技術総合研究所）

・産
宇宙用マニピュレータに関する研究　　　　】2863　（　　　　　0）

業 （電子疲術総合研究所1

省

計 」．」o’＝p99 1，504．】・66

電芋航法研 電子航怯研究所咋必要な 8，】73 2②62・2 衛星航法に関する実験的砺究’　　　　　22622（．　　8．173）

究所 経費
運

気　象　庁 宇宙開発事業団出資に必
　　　　　　＊⑪15，550，500 静」1』気象客星3号に必要な経費　⑱15，550，500＊

輸 　　　　　　　　しvな経費 O 3，333，336＊ 3，333，336＊　　　　0

省
一

　　　　　　斗、⑰15，550，500

計
8，】73 　　　　氷R，355，958

電波監理局 電波監理に必要な経費 ・31・097 39，270 通信衛星及び放送衛星の開発に伴　　　　　23］0　（　　　4215）

郵
う運営費

政
第二世代の実用衛星の開発　　　　　3α960（・」q882）

省

一15二



（単位：千円）

●

●

省庁 担当機関 事　　　　　項
昭和56年度

@予算額

昭和57年度

@経　　費

電波研究所 電波研究所の運営に必要 ⑭　　80，000 レーザを用いた衛星アンテナの高　　　8，253（　3GO69）

な経費 21エ324 89，250 憎憎方向制御システムの研究開発

’ 衛星を利用した航空・灘上通信技　　　25000（　20，951）

郵
術の研究開発

衛星を用いた捜索救難通信シそテ　　　39・997（　30，944）

政 ム卿＋三二

前年度限り　　　　　　　　　　　oC．105654）・

省
、

一

計
⑱　80・000

232．42】 128，520

合　　　　　計
⑱4G30篤800 ∂96，671，793

9与7】5932 100，05】，628

一16一



・●

●

昭和57年度宇宙関連経費（宇宙開発関係経費以外のもの）の概要
単位：千円）

省庁 担当機関 事　　　　●項
昭和56年度
苧¥算額，

昭和57年度
@経　　費

要・

警
察
庁

通信島 警察通信機器整備に必要
ﾈ経費’ @　‘． 0

⑪　280，317

@　　　　0

実用通信衛星を利用する地上　　⑪280・317

@器の製作　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　0

計
0

⑩　280，317

@　　　　0

文
　
　
部
　
　
省

宇
宙
科
学
研
究
所

　　　　　　　　oﾁ別事業等に必要な経費 a5’
S
0
，
4
0
1
　
1

3，444，085 一般ロケット観測経費等　　　　　U98，M3（工804996）

�ｵょう経費　　　　　　　　　　23G475（　181019）
､通経費．　　　　　　　　　　工595187（M3工346）
総ﾛ宇宙観測共同事業費　　　　　　1】4280　（　123040）

iSEPAC計画関係は除ぐ。・）

計 a540，401 こ444，085し

農
林
水
産
省

水　産　庁
沿岸沖合漁業漁況海況予

�幕ﾆに必要な経費

45，554 0 前年度限り　　　　　　　　　　　　0（　45554）

　
　
　
　
　
　
　
　
計
一 45，554 0

海上保安庁 水路業務運営に必要な経 400，941 96，362 海洋測地網の整備　　　　　　　　　．96362（　400，94ユ）

運
　
　
輸
　
　
省

気象　庁 静止気象衛星業務に必要・

ﾈ経費

3，146，771 2039，846
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ﾃ止気象衛星業務・　　　　　　　203ρ，846（釦4G771）

一般観測予報業務に必要

ﾈ経費

57486 107379 極軌道気象衛星資料の利用　　　　　　40，744（　5Z486）
ﾃ止気象衛星資料受信業務　　　　　　6α635（　　　　0）●

一17一



（単位：千円）

●

●

省庁 担当機関 事　　　　　項，
昭和5α年度

@予算額

昭和57年度

@経　　費

気　象　庁1 高層気象観測業務に必要 179，062 244，039 気象ロケット観測業務　　　　　　　　2仏039（　179，062）

な経費

迎 　　　　　　しC象官落施設肇備に必 0 24，725 気象・グツ瑠三所蓮浦旦右　　　24，725（　　・）
要：な経費’ の整備

輸

省 小　　　誹 a3833ユ9 2，415，989

計．
a7842’ Ub 2，512，351

電波監理局 通信・放送衛星機構出資． ¢職コ庸468 通信・放送衛星機構出資金　　　　　　　　　　　（飢14a468

郵 に必要毒経費 830，500 ユ，020，817 エ020，8ユ7　　　　　　820，500

電波研究所 電波研究所の運営に必要 ⑪　　］85870 宇宙空間の実験研究　　　　　　　　　3Z777（　3a777）

な経費・ 1．085068 849，283 電三層観測衛星管制施設の維持運用’　　94253（　108・537ン

政
糟 宇宙電波による高精度測位技術の　　　　　　　　⑭185870

研究開発　　　　　　　　　　　　　　44Z290　　208・062

通信衛星の実験研究．　　　　　　274963（　735692）

省

計
⑪エρ29・338

1．9055’U8 1．870」00

一18一●
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（単位：千円）

省庁 担当機関 事　　　　　項
昭和56年度

@予算額

昭和57年度

@経　　費

輝官房． 衛星通信利用調査に必要

ﾈ経費

2，566 0 前年度限り　・　　　　　　　　0（　2566）

建
設
．
省

国土地理院 測地基準繭量に必要な

o費

．a3与9 2β69 人工衛星観測　　　　　　　23691　2369）．

計 ・　　4，935 2369

消防片 衛星通信地上施設の整備
ﾉ必要な経費 ’

0

⑪3122拍

@1．39，645
自
　
　
治
　
省

消防防災通信の調査に必

vな経費

．4，7］3 0 前年度1助　　　　　　　　　　・（’　4713）

S

　
　
o
o

・計

4，713

⑪　3122】9

@139，645

一　　　　　合　　　　計
⑪しぬ338

@9．285，43】

⑪　592536

V，968，550

一］9一



参考配布

昭和57年度　宇宙関係経費（事業ベース）の概要

⑭　国庫債務負担行為

　昭和56年8月
　科学技術庁
（単位：百万円）

昭和5．6年度

¥　　算　　額

昭和57年度
o　　　　費

対前年度

艨i％）
備　　　　　　　　　考

国庫支出分
㊨’4Z637
@105，001

㊨102，564

@108，020 102．9

内容は「昭和57年度における宇宙

f開発関係経費の早積りについて」

Q照

宇宙開発事業

cの事業収入 13，728 21，592 15z5
民間利用者の負担金、預金利子等

総　　計 118，729 129612 10～λ2
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